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Presenter
Presentation Notes
生ごみを資源化することを、まちづくりとして捉える。地域の住民の暮らしを見つめなおすこと。
このイラストは、大木町の昔の暮らしを書いたもの
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Presenter
Presentation Notes
生ごみを資源として活用することはまちづくりに他ならない。住民の暮らし方やかかわり方を見直すこと。地域でできた、新鮮なものが地域の人に優先的に届けられないことは不合理。地域で地域の資源を分かち合うことが必要。
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